
Forestry business
林業事業（山林所有）
植林・育林・間伐・伐採・製品

「⽊を植え、育て、活かす」輪材システム。「尾鷲の森」や「海山の森」は、この輪伐（り
んばつ）システムを積極的に取り入れ、森の再生に取り組んでいます。「尾鷲の森」では“檜”
「海山の森」では“杉”が育ちます。これを利用して、苗⽊をつくり、植林、枝打ち、伐採、再
び植林というサイクルで森つくりをおこなっているのが「尾鷲の森」「海山の森」の輪伐シス
テムです。つまり森林資源を再生、活用しているのです。一本一本の⽊の状態を見ながら時に
はそこから数年かけ、最高の無垢材一本を一番良い状態で伐採。伐採後は土壌の体力が回復す
るまで待ち、その後新たに苗⽊を植えます。

輪伐システム（循環型システム）は、⽊材資源の安定供給を支えるとともに、限りある資源の保
護と有効活用、さらには環境保全にも役立っています。[植林]1haあたり約500本の苗⽊を植えま
す。→[枝打ち：育林]⽊の節は、枝の付け根が成⻑とともに幹に取り込まれることから生まれま
す。美しい製品を作るために、⽊が幼いうちから小さな枝も見逃さずに枝打ちをおこないます。
→[間伐]間伐を行い、太陽光をたっぷりと当てます。→[伐採]伐採時にも傷が付かないよう細心
の注意を払い、伐採後は土壌が回復するまで待ち、その後新たに植林を植えます。このサイクル
が輪伐システム（循環型システム）です。
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A. 貯⽊
B. 貯⽊
C. 皮むき
D. 枝打ち
E. 製材

Timber market 
⽊材市場仕入
仕入先：丸宇⽊材市場株式会社
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A. 市場風景
B. 内法セリ風景a
C. 内法セリ風景b
D. 社員研修
E. セリ準備風景

名称：丸宇⽊材市売株式会社
設立：昭和28年1月27日
資本金：4億2,385万円
代表取締役：堤健吉
従業員:109名
売上高：155億円（2014年7月）
事業内容：国産材・外材の市売り事業

[代表取締役：堤社⻑よりご挨拶]
地球温暖化が騒がれ地球環境問題が課題の今日において、日本の国土の三分の二は森林です。
この森林の持つ公益機能として、土砂流出防止機能が36兆円、水資源涵養機能が27兆円、酸素
供給機能などを試算すると75兆円、1haあたり300万円、一坪あたり1,000円となっていると聞
きます。ただ、これには景観・自然の美しさは含まれていないようですが…偉大なる全国の先
人達が、道もろくにないところに手間隙かけて植林をなさって下さり、私達は太陽エネルギー
の力で成⻑する森林資源を活かす工夫・努力をして、持続可能な林業経営をできるようにしな
ければなりません。それが美しい自然を守ることにも繋がります。
丈夫で⻑持ち、そして住まう人々の心⾝の健康を育む安心で安全な住まい造りで、ユーザー皆
々様に感動と感謝が生まれますように、弊社では市場の要求する品を揃え、優秀品を網羅し、
確実なる買方皆様の最高の仕入れ機関となるために邁進致します。

http://youtu.bi/6Vc2ucvzOR4
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